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第８４号

１月２０日（木）に落語家 笑福亭 松枝さんに来ていただき、「笑

いで考える人権」をテーマに学習会を開催しました。参加者は 42

人でした。プロの落語家ということもあり落語や小話など、テンポ

の良い話し方にみなさん引き込まれるように聞き入っていました。

言葉遊びでは、考えているときは難しい顔、分かると笑顔になって

いました。お話の中に「分かると笑う」「分からないと笑えない」「笑

いとはルール、マナーが守られている」「不安から安心に変わると笑

顔になる」というお話がありました。 

生活の中で、分からないから不安になることはたくさんあると思

います。それらを理解し笑顔になるには、知らないことから逃げず

に向かい合い、現状や実態をしっかり知ることが大切なのではない

でしょうか。 

２月２日（水）琴楽里（きらり）さんによる大正琴演奏会を開催

しました。参加者は 35 人でした。「川の流れのように」「北酒場」

などの演歌や春夏秋冬に合わせて季節の曲など、美しい大正琴の音

色に感動されていました。大正琴の中には、アンサンブルができる

ようにアルト・ソプラノなど様々な音域があるようです。 

コロナ禍で、少し気持ちが落ち込んでいたり、不安な思いがあっ

たりする方も多い中、素敵な演奏を聞かせていただき気持ちが晴れ

やかになり、参加者の皆さんの顔が輝いていたように思います。 

 

生演奏感動しました。メン

バーの皆さんの温かいトー

クや笑顔が素敵でした。 

懐かしい歌の演奏もあ

り、子どもの頃の思い出

がよみがえってきました。 

手足を動かす軽い運動

も取り入れていただき楽し

かったです。 

笑いを取り入れて楽し

く聞くことができました。 
「ルール、マナーが守られるところに笑顔

がある」良いことを教えていただきました。 



奈良県の西光寺に生まれ、若い頃は画家になる

ために東京に出るが部落差別の心労等で郷里

に帰る。その後に、郷里の友人らと生活互助会

『燕会』を作る。その後、部落差別をなくすため、

全国水平社を結成する。 

『西光万吉』 
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１００年前の１９２2 年３月３日、奈良に住んでいた西光万吉さんの呼びかけに応え

た全国の被差別部落の人たちは、京都の岡崎公会堂に集まっていました。そこで西光さ

んとその仲間が水平社宣言を行い、全国水平社を立ち上げました。この水平社宣言は日

本で最初に行われた人権宣言と言われています。皆さんも歴史の授業で名前を聞いたこ

とがあると思いますが、今回はこの水平社宣言について 

考えてみます。 

水平社宣言が出された頃の社会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

明治に解放令（部落の人も平等である）という条文が出される。 

→しかし、部落差別はかえってひどくなる。 

そんな中で…米騒動が起きる！ 

→いろんな人が参加して騒いでいたのに、 

部落の人ばかりが逮捕されていた。 

 西光さんは部落差別に憤るとともに、「団結の力」に気づく。 

 
 

 

差別をなくすために 

団結しなければ！ 

水平社創立１００周年にあたって 

これが水平社宣言の全文です。部落の人たちに対しては「人間はみな平等で尊いものだ。 

だから、我々（被差別の人たち）も尊いのだ」「誰かに助けられるのではなく、自らを尊敬 

して団結して立ち上がろう」と激励したものです。また、社会に対しても、「同情や憐れみ 

の気持ちで接するのでなく同じ人間として尊敬の気持ちを持って接する」ということを求め 

ています。今は 100 年前とは違い、多くの人が自由に意見を交わせる時代です。こうした 

時代だからこそ、水平社宣言に込められた当時の人々の願いに思いをはせ、全ての人が尊重 

される豊かな社会をつくっていくことが必要なのではないでしょうか。 
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講座・教室のご案内 

子育てサロン（未就学児の親子） 
 

日時：4/20（水）10：30～ 

内容：リトミック 

講師：小西 貴子 さん 

定員：親子10組程度 

場所：西一会館 2階多目的室 

参加費：無料 

持ち物：お茶・着替え 

 

教養娯楽室の利用について 
 

利用対象者：未就学児の親子 

利用時間：平日9：15～17：00 

★ままごとや、パズル、 

絵本などたくさんの 

おもちゃがあります。 

親子で遊びに来てください。 

 

 

人権学習講座 
 

日時：3/19（土）10：00～ 

  【2/26（土）予定を日程変更しました】 

テーマ：笑えない人権漫才 

「差別ってなんやねん？」 

講師：コンビ名「しんゆう」 

草津中学校 校長 髙野 裕子 さん 

学校衛生管理サポーター  

大岩 眞司 さん 

定員：50名程度 

場所：教育集会所 ２階集会室 

参加費：無料 

＊参加希望者は事前にお申し込みください。 

お願い 
 

◆ホームページの活動報告ブログやセンターだよ

りの中で、活動の写真を掲載しています。 

顔がうつることで差し障りのある方は職員まで

お申し出ください。 

◆キャンセルされる場合、締切日以降は返金できま

せんので、ご了承ください。 
 
 

申し込み方法 
 

◆西一会館 YOU Iセンター（ＮＰＯ法人ユウ・ア

ンド・アイ）まで参加費をお持ちのうえ、お申し

込みください。定員になり次第、締め切らせてい

ただきます。 

ユウ・アンド・アイのホームページ 

からもお申し込みいただけます。 

ＨＰ http://youandi932.jp 

 

鼓笛教室 
 

日時：4/5から 毎週火・木曜日（4/7はのぞく） 

16：30～17：15 

内容：鼓笛隊の演奏  

演奏曲：「ピアニカマーチ」 

   「ドラムマーチ」など 

場所：西一教育集会所 2階集会室 

参加費：無料 

お知らせ 
 

 西一会館をいつもご利用いただきありがとうご
ざいます。 

 2022年4月より、土曜日の開館を月2回とさせ

ていただきます。日程は、会館だよりおよび掲示板

にてお知らせします。ご不便をおかけしますがご

理解とご協力をお願いします。 

西一会館 館長 

◆新型コロナウイルスの感染状況により、予定

している講座等が中止・延期になることがあ

ります。 

子育て講座 
 

日時：3/26（土）10：30～ 

内容：ファミリーコンサート 

講師：ボンボンバンド さん 

定員：親子５組 

対象者：草津小学校区の親子（５歳～中３） 

場所：西一会館 2階多目的室 

参加費：無料 

 

なかよしひろば 
 

日時：3/12（土）10：00～ 

内容：ハッピーイースター！！ 

    エッグハントを楽しもう！ 

講師：キャンベル知香子 さん  

対象者：草津小学校区の子ども（５歳～中３） 

場所：西一会館 2階多目的室 

参加費：100円 

持ち物：水筒・はんかち・マスク 

締切：3/9（水） 

 

 

英語を使っ

ていろんな

ゲームに挑
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日 月 火 水 木 金 土 

  １ 

姿勢アップ教室 

２ 

ほっと事業 

 （ディスコン） 

おさらい会 

３ 

健康相談 

大正琴教室 

百歳体操 

編み物教室 

４ 

おはなし会 

民謡教室 

子ども英語教室 

５ 

サロン開放 

健康マージャン 

６ 

休館日 

７ 

ペン字教室 

カラオケ教室 

書道教室 

８ 

配食 

姿勢アップ教室 

９ 

子育てサロン 

ほっと事業 

（歌声サロン） 

おさらい会 

１０ 

健康相談 

大正琴教室 

百歳体操 

 

１１ 

おはなし会 

子ども英語教室 

１２ 

サロン開放 

なかよしひろば 

健康マージャン 

１３ 

休館日 

１４ 

ペン字教室 

書道教室 

１５ 

配食 

姿勢アップ教室 

生け花教室 

１６ 

子育てサロン 

ほっと事業 

 （ディスコン） 

おさらい会 

１７ 

健康相談 

大正琴教室 

百歳体操 

編み物教室 

１８ 

おはなし会 

民謡教室 

子ども英語教室 

１９ 

サロン開放 

人権学習講座 

健康マージャン 

２０ 

休館日 

２１ 

休館日 

春分の日 

２２ 

鼓笛教室 

２３ 

ほっと事業 

（ディスコン） 

おさらい会 

２４ 

健康相談 

大正琴教室 

百歳体操 

鼓笛教室 

２５ 

民謡教室 

レッツ エンジョイ 

 イングリッシュ 

２６ 

サロン開放 

子育てサロン 

子育て講座 

健康マージャン 

２７ 

休館日 

２８ 

ペン字教室 

カラオケ教室 

書道教室 

２９ 

配食 

姿勢アップ教室 

鼓笛教室 

３０ 

ほっと事業 

 （ディスコン） 

 

31 

健康相談 

百歳体操 

  

 草津市指定ごみ袋を取り扱っています 

★指定ごみ袋…引き換え及び販売 

★粗大ごみ処理券…販売 

2/10（木） 

小学生自主活動学級閉校式  

一年の思い出をスクリー

ンで振り返りました。子ども

たちの代表が、自主活で頑張

ったこと、楽しかったことを

発表し、下級生の友だちへの

メッセージも伝えてくれま

した。 

賞状授与では、たくさん皆

勤賞の子どもたちがいて、毎

回元気に参加してくれたこ

とを嬉しく思いました。 

1/26（水） 

中学生自主活動学級閉校式  

今年は、ふれあい体育館で閉校式をしました。

前半はバドミントンをし、交流を持ちました。 

閉校式では、子どもたち自身で司会を担当し、

式を進めていきました。 

今年からは、学習の時間を通しての仲間作り

も取り入れ、たくさんの子どもたちが自主的に

参加してくれていました。来年度も友だち同士

誘い合って参加してほしいです。 


